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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 本態性高血圧の発症およびその維持については多く

の意見があるが，中でも食塩，水分の摂取量と腎の排

泄能とのバランスが本質的に重要であるとする学説が

有力である．

 この学説を検討するためには，高血圧自然発症ラッ

ト（Spontaneously Hypertensive Rats， SHR）の腎

を，高血圧を発症しないラットに移植し，摂取された

ナトリウム（Na）の尿中排泄と血圧の変化を経時的に

追求して腎性因子の関与を直接的に評価する必要があ

る．

 対象

 実験群としては，SHRとWistar間の交配によりと

らえられた13週齢Fl雑種（F、）に， SHR腎を移植し，

その3日後に自己腎を摘出したラットモデルを用いた

（N＝4）．

 対照群としては，13週齢にて鋸商摘出により片面と

したSHRおよびそのF、を用い，それぞれSHR－UN，

Fl－UNとした（N＝10），

 実験方法

 ！）Naの尿中排泄量を，1％食塩液飲用時ではCor－

ning三二且ame photometer 430を使い，また，水道水

飲用水飲用時には24Naの腹腔内投与を行ないWell

type scintillation counterを用いて測定した．

 2）測定は，実験群において術後3週と15週目に，対

照群でそれぞれ術後3週目に施行した．

 成績

 1）血圧は，実験群において術後一過程の低下のの

ち，3齪より野離上昇，5週目には181±1！㎜Hg

となり，以後低下傾向を示し15週目には160±8mmHg

となった．

 2）対照群の血圧は，SHR・UNで術後一過性に低下

ののち上昇し，15週目には184±8mmHgとしたが，そ

の上昇を実験群と比較すると緩徐であり，以後の低下

傾向を認めなかった．

 3）尿中Na排泄

 1％食塩液飲用時のNa排泄量は，実験群の3週目

で体重100gmあたり1．0±0．3μEq／min 15週目で

2．0±0．4μEq／minであり，対照群のSHR・UNで

3．2±0．4μEq／min， Fl－UNでは3．0±0．4μEq／minと

なった．

 一方，水道水飲用時では，実験群の3週目で注入量

の52±0．5％，15週目で6．7±0．9％を示し，対照群の

SHR－UNで8．5±L7％， FI－UNで13±2．9％であり，

いずれも実験群の3週目が有意差（p＜0．05）をもって

低下していた．

 結論

 高血圧の発症に関する因子として，腎およびNaの

相互関係を直接的に証明するために，SHRとWistar

の交配によって作製したF、にSHR腎を移植した実

験モデルを用い，SHRとF、の片腎ラットを対照群と

して，血圧の変動と尿中Na排泄を検討し以下の結論
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を得た．

 1）実験群において血圧は，急激に上昇したのち低下

傾向を示した．一方，対照群のSHR－UNは，それに比

較し血圧上昇は緩徐であるが上昇を続ける傾向にあ

り，Fl－UNは，軽度上昇しそのまま安定した，

 2）尿中Na排泄は，水道水または1％食塩液飲水時

において，実験群で低下しており，急激な血圧上昇期

に一致して著しいNa貯留が認められた，しかし，15週

以降，Na排泄量の増加とともに血圧下降がみられた．

 3）SHRの高血圧は， neurohumora1因子よりも，腎

それ自体のNa排泄能の低下に由来する因子が大き

い．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は高血圧における腎性因子を分析する目的で高血圧自然発症ラット（SHR）の腎を同種移植

するという動物実験モデルを作り，ナトリウム排泄と血圧との関係を検討し，SHRにおける高血圧は

腎そのもののNa排泄能の低下によることを直接的に証明するものであって学術上価値あるものと認

める．
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